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家活が繋ぐ！
安心して暮らせる豊かな地域社会

水戸農業協同組合 田山絵美



女性部と一緒にくらしの活動を実施



家の光は私にって活動の参考書！！



JA水戸全体で取り組むために全
職員『家の光』学習会を実施

『家の光』を知る
⇩

協同の心を伝える
⇩

人々を集客し地域を活性化

何に役立つ？
どんな内容が載ってるの？



女性部の愛読運動の拡大

女性部全体で家活を実施！！



食農教育活動の
ブラッシュアップ

女性部そしてJA水戸全体で豊かな
地域社会を実現！！



家の光が結ぶご縁

ＪＡしまね出雲女性部

南部ブロック



野菜スタンプのふきん作り

冬至に間に合うようにゆずの入
浴剤を作りプレゼントしました。

拠点施設が無人店舗に。
感謝をこめて

「ありがとうウイーク」開催



乙立ふれあいカフェを
きっかけに各地区でも
稗原ほっこりカフェ
朝山年金カフェは
オープンテラス風に

こどもカフェ

いつも仲良し８０代同級生チーム 「おめでとう」
誕生月は無料です。

新聞紙のごみ入れ作
りで他支部との交流



南部地区防災研修会は家の光９月号の付録「安全・安心 見守り帖」を使い、クイズ形式で楽しく学びました。

耳の不自由な方への
災害情報や

避難方法の伝え方に
ついて実践する

乙立手話サークルの
メンバー

「お湯ポチャレシピ」
のおむすびも配布



能登半島地震 被災者支援
チャリティー 杵つき餅販売 ６，３，２４

みんなの思いが一つに!!



「声を聴くことを心がけて!!」

令和5年度 くらしの相談員活動報告

安城北部ブロック 岩井ゆかり



★ＳＤＧＳを意識した活動

★次世代の活動

★しんあんレディースの活動

３つの取り組みポイント

今年のテーマは対話から繋いだ先へ



ＳＤＧＳを意識した活動✿
思い入れのある物がまた違った形で再利用

できてエコだしゴミの軽減につながります！

家の光記事活用で

ＳＤＧｓに挑戦!!

もったいないを

克服できました。

足ふきマット作り

玉ねぎ染め作り

端切れでリース作り



次世代の活動✿

アフタヌーンティー

皆で作ると、会話が

弾んで色々な知識も

増えるよ～(*^▽^*)

地元の農産物を使って楽しく作るよ!!

親子料理教室

簡単で普段作らないレシピも
覚えられてアイデアも出てくるよ♪



文化祭

皆の意見から、

色々な新しい取組

もできたよ!!

しんあんレディースの活動✿

子供服を
リメイクしたよ

家活コンテスト作品

コドモノダイドコロＳＯＲＡ
さんに寄付したよ

支店まつり



①ＳＤＧｓを意識し実行することができた

②次世代の方達と対話しニーズを聞きとり
他の活動への参加も増えた

③アクティブメンバーシップができ、自分
達から問題点を考え、皆で一緒に改善す
る事ができた

３つの項目をポイントに「対話を繋いだ」結果✿

今後の課題

活動から仲間作りの輪を広げ、

事業や参画に繋がるようＪＡ

の理解者をどんどん増やして、

ファン作りを続けていく



JA福井県 春江支店

共済LA

笹原久美子

生活担当ではない
からこそできる家活



１年目 2年目 3年目

家の光デイスプレイコンテスト
私のこれまでの挑戦

・JAのキャラクター活用
・家の光周知活動がメイン

・家の光記事活用
・自作した小物の展示

・原点回帰！
・家の光に注目させる



• 最も人目を引く家の光の表紙をメイン展
示する

• １～１２月号の表紙をカラーコピー、ラ
ミネート化して、展示パネルに貼り付け

• 各号のおすすめポイントを支店職員と協
力して、書店POP風に作成

家の光デイスプレイの準備

• 展示場所は来店者が最初に入る玄関正
面スペース

• カフェなどに置いてある、ブラック
ボードを使い、今月号を具体的に紹介



• 春江支店は組合員、組合員外、小さな
子供からご年配の方まで、多様な立場
の幅広い世代の方々が来店

• 展示パネルのまわりに風船を散りばめ
ることで、子供たちの関心を寄せ、そ
の他の方々も、自然に家の光を手に取
るように

～家の光をもっと注目してもらうために～



～支店瓦版を活用！～
全組合員に配布するもので、

支店活動やキャンペーンのお知らせ記事

• 窓口に来店する方以外への宣伝

• ３か月に１度の支店瓦版を活用

• 家の光ディスプレイと瓦版を話題の糸口に



職務権限が徹底
自分の担当業務以外は
手を出さない風潮

担当ではないからこそ
良いアイデアを
思いつくこともある

家の光ディスプレイのように、
担当業務以外でも協力できることは、多いにしましょう！
生活担当ではないからこそできる、
家の光の普及・活用に可能な範囲で取り組んでいきます。



ＪＡの礎 「家の光」

ＪＡ南さつま 総合対策部
くらし広報課

西尾 あかね



家の光を使って
始めた料理教室

万世支部は料理教室をきっかけに復活
現在２７名の会員がいます。

最初に立ち上げた長屋支部
現在８名で活動中

村原支部が復活して記事活用グループに育ち
現在２９名の会員がいます。

次に立ち上げた久木野支部
今は料理と手芸をメインに活動中

会員増につながりました！



女性部活動では
記事活用は当たり前！

作品展
みなさんの力作が
並びます

大会の共同学習で。

バスタオルを使って、
防災頭巾作りでした

家の光大会

“針と糸を持つことが少なくなったねぇ”と皆さん



家活奨励金制度
の光

用

グループ活動の中で、
「家の光」の記事活用をすると

購読者の人数×１００円を
ＪＡから奨励金をお支払い

記事活用は、料理・手芸・読書会など
なんでもＯＫ！

自己申告制。書類を提出してもらうように
しています。

メッセージカード
配達担当者のメッセージ
を添えて愛読者へ・・・

毎月発行して、ネットの掲示板に
掲載しています。



広報誌に毎月掲載中！

広報誌についている
応募はがき

抽選で商品券が当た
ります。

応募者も徐々に増えてきました



家の光を使って
ＪＡの組織強化のために
教育文化活動を
発展させていきます！！

家の光は、組織基盤強化の
ための教科書

いつも持ち歩く事も大事！


